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宮
城
県
大
崎
市
の
田
尻
地
区
は
、

青
々
と
し
た
水
田
が
広
が
る
。
風
に
揺

れ
た
田
ん
ぼ
は
ま
さ
に
「
青
田
波
」
だ
。

し
か
も
、
遠
く
ま
で
広
が
る
。
じ
つ
に

気
持
ち
い
い
風
景
で
あ
る
（
７
月
末
訪

問
）。大

崎
市
（
人
口
13
万
人
）
は
、
農
業

産
出
額
の
50
％
は
コ
メ
、
経
営
耕
地
面

積
の
90
％
は
水
田
、
農
業
経
営
体
数
の

95
％
は
水
稲
を
栽
培
し
て
い
る
。
水
田

モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
っ
て
よ
い
。
宮

城
県
を
代
表
す
る
コ
メ
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
水
田
農
業
地
帯
が
出
来

上
が
っ
た
の
は
約
４
０
０
年
前
、
伊
達

政
宗
以
来
の
水
利
事
業
の
成
果
で
あ

る
。
こ
の
大
崎
地
域
は
江え
あ
い合

川
と
鳴な
る
せ瀬

川
の
流
域
に
広
が
る
野
谷
地
や
湿
地
を

利
用
し
た
水
田
地
帯
で
あ
る
が
、
地
形

が
原
因
で
洪
水
や
渇
水
に
悩
ま
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

江
戸
時
代
以
来
、
水
資
源
の
分
配
や
調

整
の
た
め
人
智
を
尽
く
し
、
水
路
網
の

整
備
、「
た
め
池
」
設
置
や
水
を
分
け

合
う
「
番
水
」
の
仕
組
み
な
ど
、
様
々

な
工
夫
が
な
さ
れ
て
き
た
。

日
本
の
水
利
の
歴
史
は
古
い
。
稲
は

縄
文
時
代
に
伝
来
し
、
弥
生
時
代
に
は

広
く
全
国
で
水
稲
農
耕
が
主
流
に
な
っ

て
い
た
。
当
時
か
ら
、
水
源
か
ら
水
路

を
引
い
て
灌
漑
を
行
な
う
「
分
水
」
の

技
術
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
万
葉
集
に
は
、

堰
や
柵
し
が
ら
み
（
木
杭
を
打
ち
込
み

木
や
竹
で
編
ん
だ
柵
）
を
造
り
、
田
畑

へ
の
引
水
を
公
平
に
調
節
管
理
し
て
い

た
様
子
が
窺
え
る
歌
が
あ
る
。

稲
作
が
盛
ん
に
な
る
に
伴
い
、「
水

争
い
」
が
起
き
た
。
そ
の
争
い
を
解
決

す
る
た
め
、
渇
水
時
に
地
区
を
分
け
順

番
を
決
め
て
時
間
的
に
配
分
す
る
仕
組

み
「
番
水
」
が
工
夫
さ
れ
た
。
弘
法
大

師
（
９
世
紀
）
ゆ
か
り
の
「
満
濃
池
」

が
あ
る
讃
岐
平
野
に
は
「
た
め
池
」
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
も
番
水

の
仕
組
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

渇
水
が
頻
繁
な
地
域
で
は
、
線
香
の

燃
え
る
時
間
に
よ
り
引
水
を
調
節
し
た

「
線
香
番
水
」と
い
う
仕
組
み
も
あ
っ
た
。

室
町
時
代
に
は
、
大
和
興
福
寺
領
内
の

河
川
で
村
と
村
の
番
水
が
行
な
わ
れ
た

記
録
が
あ
る
。
古
い
時
代
の
分
水
、
番

水
の
遺
跡
が
今
日
も
残
っ
て
い
る
（
奈

４
０
０
年
前
の
伊
達
政
宗
以
来
の
水
管
理
シ
ス
テ
ム
が
、“
農
家
主
導
”
で
管
理
さ
れ
、
荒
れ
地
が
緑
の
耕
土
に
変

わ
っ
た
。「
番
水
」
の
仕
組
み
な
ど
、
先
人
の
知
恵
が
す
ご
い
。
地
域
で
は
世
界
農
業
遺
産
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効

果
へ
の
期
待
が
大
き
い
。
生
物
多
様
性
が
救
世
主
に
な
っ
て
き
た
。
大
崎
耕
土
の
変
遷
は
未
来
を
示
唆
し
て
い
る
。

巧
み
な
水
管
理
が
肥
沃
な
耕
土
を
創
っ
た

救
世
主
は
牛
、産
直
、生
物
多
様
性
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史
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第 4回／宮城◦大崎耕土の巧みな水管理世界世界 を訪ねて農業遺産

良
県
御
所
市
の
「
番
水
時
計
」
の
遺
跡

等
）。
こ
う
し
た
水
利
技
術
の
発
展
に

伴
い
、
水
田
農
業
地
帯
が
発
展
し
、「
瑞

穂
の
国
」
が
出
来
上
が
っ
た
（
注
１
）。

「
瑞
穂
の
国
」
は
、
稲
の
伝
来
だ
け
で

は
な
く
、「
水
利
」
と
い
う
人
の
知
恵
が

あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
っ
た
の
で
あ
る

（
水
利
の
知
恵
が
ど
こ
ま
で
日
本
固
有

の
も
の
か
、
中
国
・
韓
国
か
ら
の
輸
入

で
あ
る
か
は
浅
学
寡
聞
）。

注
１
：
眞
下
正
樹
「
万
葉
の
風
土
心
か
ら

学
ぶ
自
然
資
源
の
治
め
方
」
大
日
本
山
林

会
『
山
林
』
第
１
６
４
７
号
（
２
０
２
１

年
８
月
）
及
び
農
業
農
村
整
備
情
報
総
合

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
水
土
の
礎
「
水
土
の
成
り

立
ち
」
参
照
。

世
界
農
業
遺
産
認
定

大
崎
地
域
は
伊
達
政
宗
が
治
め
て
か

ら
、
農
地
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。
水
路

網
が
整
備
さ
れ
、「
大
崎
耕
土
」
が
形

成
さ
れ
た
の
は
、
伊
達
政
宗
が
岩
出
山

城
に
入
城
し
た
１
５
９
１
年
以
降
で
あ

る
。
政
宗
は
コ
メ
を
大
消
費
地
・
江
戸

に
送
り
（
江
戸
廻
米
）、
利
潤
を
得
る

計
画
を
立
て
、
仙
台
藩
領
内
に
広
が
る

肥
沃
な
野
谷
地
の
開
発
を
進
め
た
。
新

田
開
発
は
家
臣
に
土
地
を
給
付
し
、
そ

こ
か
ら
入
る
年
貢
を
家
臣
の
知
行
収
入

と
す
る
制
度
で
、
知
行
地
を
与
え
ら
れ

た
家
臣
が
主
体
に
な
っ
て
行
な
わ
れ
た

（
当
時
、
大
藩
の
多
く
は
同
制
度
を
採

用
し
て
い
た
）。

水
を
確
保
す
る
た
め
、
川
の
流
れ
を

止
め
た
り
（
堰
）、
山
に
く
ぐ
り
穴
（
ト

ン
ネ
ル
）
を
空
け
た
り
、
用
排
水
路
を

つ
く
る
な
ど
し
て
、
そ
れ
ま
で
荒
れ
地

だ
っ
た
と
こ
ろ
や
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て

い
た
土
地
を
水
田
に
変
え
た
。
ま
た
、

番
水
の
仕
組
み
と
と
も
に
、
水
路
の
清

掃
や
補
修
を
協
同
で
行
な
う
「
契
約
講
」

と
い
う
農
家
の
地
縁
的
な
結
び
つ
き
の

組
織
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
大

崎
市
の
人
た
ち
は
「
巧
み
な
水
管
理
」

と
称
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
水
管
理
シ
ス
テ
ム
は
現
在

で
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
食
糧
生
産
に

大
き
く
寄
与
し
て
い

る
。大

崎
耕
土
の
灌
漑

遺
構
は
１
２
６
０
カ

所
に
及
び
、
水
路
の

総
延
長
距
離
は
６
０

０
０
㎞
、
水
田
は
３

万
ha
に
達
す
る
。
コ

メ
収
穫
量
は
コ
メ
ど

こ
ろ
宮
城
県
の
26
％

を
占
め
る
。
食
糧
基

地
の
役
割
は
大
き

い
。「
サ
サ
ニ
シ
キ
」

「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
の
生

誕
の
地
で
も
あ
る
。

ま
た
、
大
崎
の
水
田
は
、
多
く
の
野

生
の
生
き
物
た
ち
の
共
存
の
場
を
提
供

し
、
生
物
多
様
性
を
豊
か
に
し
た
。
水

田
の
中
に
浮
か
ぶ
屋
敷
林
「
居い

ぐ

ね
久
根
」

は
独
特
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
つ
く
る

と
同
時
に
、
様
々
な
動
植
物
が
生
息
す

る
場
と
な
っ
て
い
て
生
態
系
の
保
全
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

大
崎
耕
土
は
、
食
料
農
業
を
開
発
・

発
展
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
物
多

様
性
の
保
全
や
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
作

り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
２
０

１
７
年
に
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ

Ａ
Ｏ
）
よ
り
「
世
界
農
業
遺
産
」
に
認

定
さ
れ
た
。

シ
ス
テ
ム
名
は
「
持
続
可
能
な
水
田

農
業
を
支
え
る
『
大
崎
耕
土
』
の
伝
統

的
水
管
理
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。
認
定

地
域
は
、
大
崎
市
、
色
麻
町
、
加
美
町
、

桶
谷
町
、
美
里
町
の
１
市
４
町
で
あ
る

（
大
崎
耕
土
全
体
の
耕
地
面
積
に
占
め

る
大
崎
市
の
割
合
は
約
半
分
）。

大
崎
地
域
は
広
大
で
、
地
形
が
多
様
、

地
域
ご
と
に
水
管
理
の
知
恵
が
み
ら
れ

る
。「
巧
み
な
水
管
理
」
が
い
か
に
し
て

持
続
的
農
業
を
可
能
に
し
た
か
、
水
田

農
業
の
現
代
的
課
題
、
つ
ま
り
コ
メ
農

家
が
減
っ
て
い
く
中
で
伝
統
的
水
管
理

シ
ス
テ
ム
が
ど
う
変
容
し
て
い
る
か
を

分
析
し
た
。

南
原
穴
堰

大
崎
地
域
は
広
大
で
、
東
西
60
㎞
も

あ
る
。
北
西
部
、
江え
あ
い合
川
の
上
流
地
域

は
山
に
囲
ま
れ
た
地
形
だ
。
南
原
集
落

（
旧
鳴
子
町
）
を
訪
ね
た
。
こ
こ
で
は

「
南な
ん
ば
ら
あ
な
ぜ
き

原
穴
堰
」
と
い
っ
て
、
山
に
ト
ン
ネ

ル
を
掘
っ
て
水
を
引
き
込
ん
で
い
る
。

集
落
は
山
間
地
に
あ
る
が
、
集
落
の

下
を
Ｊ
Ｒ
陸
羽
東
線
が
走
り
、
そ
れ
よ

３
７
０
年
前
、山
に
ト
ン
ネ
ル
掘
っ
て
分
水

2

表1：大崎市のランキング（市町村別）
全国
順位

県内
順位 データ 年

人口 190 3 133,391人 2015
田耕地面積 6 1 16,000ha 2020
畑　〃 190 1   2,370ha 2020
農業経営体数 16 3 4,864 2015
水稲作付面積 8 2 10,300ha 2020
大豆　〃 6 1 1,950ha 2019
農業産出額 42 2  249億円 2018
　〃　コメ 8 2 124億円 2018
　〃　豆類 33 1    4億円 2018
肉用牛経営体数 12 3 573 2015
　〃　飼養頭数 27 2 10,058頭 2015
林野面積 154 3 42,250ha 2015
林業経営体数 119 1 168 2015

出所：農水省HP、統計情報「わがマチ・わがムラ」
注：コメ産出額の宮城県内1位は大崎市に隣接する登米市である
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り
下
を
江
合
川
の
支
流
が
流
れ
て
い
る
。

川
か
ら
集
落
ま
で
標
高
差
50
ｍ
く
ら
い

あ
り
、
水
を
揚
げ
る
の
は
容
易
で
は
な

い
。
そ
こ
で
、
川
の
上
流
、
江
合
川
系
東

遠
筋
沢
に
取
水
口
を
設
け
、
山
中
に
ト

ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
水
を
引
い
た
わ
け
だ
。

穴
堰
水
利
組
合
長・上
野
孝
作
氏
（
コ

メ
農
家
、
65
歳
）
の
説
明
に
よ
る
と
、

南
原
穴
堰
は
１
６
４
０
年
代
、
江
戸
時

代
初
期
に
掘
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。

ト
ン
ネ
ル
の
大
き
さ
は
幅
、
高
さ
と
も

１
・
８
ｍ
（
要
す
る
に
直
径
）、
長
さ
１

３
３
０
ｍ
で
あ
る
。
泥
岩
質
の
土
を
手

掘
り
で
造
っ
た
ト
ン
ネ
ル
だ
。

ト
ン
ネ
ル
の
出
口
（
穴
尻
）
か
ら
は

集
落
ま
で
開
渠
水
路
で
つ
な
が
っ
て
い

る
。
こ
の
開
渠
に
溜
ま
る
土
砂
を
す
く

っ
て
、
水
の
流
れ
を
維
持
す
る
の
が
上

野
氏
た
ち
の
仕
事
で
あ
る
。
農
業
用
水

だ
け
で
は
な
く
、
か
つ
て
は
（
１
９
６

０
年
代
ま
で
）
生
活
用
水
に
も
使
っ
て

い
た
。

隧
道
を
通
っ
て
く
る
水
は
年
間
13
～

15
度
と
冷
た
い
。
そ
の
ま
ま
で
は
水
田

に
使
え
な
い
。そ
こ
で
、各
家
庭
ご
と
に
、

庭
の
「
池
」
な
ど
で
一
時
水
を
温
め
て

い
る
（
２
度
く
ら
い
水
温
上
げ
る
）。
こ

れ
を
「
ぬ
る
め
池
」
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
れ
も
人
の
知
恵
だ
。

春
秋
２
回
、
土
砂
払
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
雨
や
台
風
の
あ

と
、
ど
こ
か
壊
れ
て
い
な

い
か
見
回
っ
て
確
認
す

る
。
壊
れ
て
い
る
場
合
、

水
利
組
合
が
自
分
た
ち
で

修
理
す
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
等

の
資
材
は
役
場
か
ら
も
ら

え
る
よ
う
だ
。

春
秋
の
土
砂
払
い
は
、

町
の
非
農
家
の
人
た
ち
も

手
伝
っ
て
く
れ
る
（
８

人
）。
作
業
賃
は
無
料
、

そ
の
代
わ
り
、
収
穫
祭
の

餅
つ
き
に
招
い
た
り
、
山

菜
や
キ
ノ
コ
を
あ
げ
る
。

ど
ぶ
ろ
く
も
。

南
原
集
落
は
、
３
７
０

年
前
に
整
備
さ
れ
た
社
会

資
本
と
、
そ
の
後
数
百
年

に
及
ぶ
農
家
主
導
の
労
働

奉
仕
の
上
に
、
農
業
を
中

心
に
し
た
生
活
が
営
ま
れ
て
き
た
。
特

筆
す
べ
き
は
、
こ
の
水
管
理
が
行
政
に

依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
農
家
が
自
分

た
ち
で
管
理
し
て
き
た
点
だ
（
現
在
、

農
家
主
導
の
水
管
理
は
鳴
子
地
区
だ
け

で
、
岩
出
山
地
区
よ
り
下
流
は
近
代
的

な
土
地
改
良
区
に
よ
る
管
理
）。

救
世
主
は
牛

上
野
氏
に
よ
る
と
、
南
原
集
落
は
18

戸
、
う
ち
コ
メ
作
り
10
戸
、
集
落
の
耕

地
面
積
24

ha
で
あ
る
。
コ
メ
農
家
の
平

均
規
模
は
２
ha
（
コ
メ
＋
転
作
そ
ば
）。

コ
メ
作
り
を
止
め
た
人
の
土
地
は
、

４
軒
の
黒
毛
和
牛
繁
殖
農
家
が
牧
草
地

と
し
て
借
り
て
い
る
（
地
代
は
10
ａ
当

た
り
１
万
円
）。
大
き
い
畜
産
農
家
は

牛
の
販
売
高
３
０
０
０
万
円
に
達
す

る
。
畜
産
の
収
益
性
は
高
い
よ
う
だ
。

水
田
が
牧
草
地
に
代
わ
り
、
遊
休
地
は

ゼ
ロ
だ
。

牛
農
家
も
、
水
利
組
合
員
で
あ
る
。

組
合
費
は
、
水
田
に
水
を
使
う
人
は
年

４
０
０
０
円
＋
10
ａ
当
た
り
８
０
０
円

の
賦
課
金
を
払
う
。
水
を
使
わ
な
い
牧

草
地
の
人
は
年
３
０
０
０
円
で
あ
る
。

コ
メ
農
家
は
半
減
し
た
。
水
利
組
合

の
維
持
は
困
難
か
と
思
え
ば
、
そ
う
で

は
な
い
。
コ
メ
か
ら
和
牛
繁
殖
に
代
わ

り
、
地
域
に
農
家
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

高
収
益
の
牛
が
伝
統
的
水
管
理
シ
ス
テ

写真2：南原穴堰の穴尻（トンネル水路の出口）

写真3：穴尻から集落に引かれた開渠水路
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ム
の
救
世
主
に
な
っ
て
い
る
。

上
野
氏
の
農
業
経
営
は
、
水
田
１
・

３
ha
、
そ
ば
１
・
３
ha
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
５
ａ
（
２
０
０
本
）
で
あ
る
。
コ
メ

の
品
種
は
ひ
と
め
ぼ
れ
、
ゆ
き
む
す
び
、

あ
き
た
こ
ま
ち
、
10
ａ
当
た
り
単
収
は

８
～
９
俵
で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
出
荷
米
は
１
俵
（
60
㎏
）
１
万

２
０
０
０
円
。「
ゆ
き
む
す
び
」
は
東
京

の
「
お
む
す
び
権
米
衛
」
に
出
荷
し
て

い
る
。
１
俵
２
万
４
０
０
０
円
で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
米
の
２
倍
も
高
い
。
集
落
で
、
ゆ

き
む
す
び
の
作
付
け
は
13

ha
も
あ
り
、

全
体
の
７
割
を
占
め
る
。
他
は
ひ
と
め

ぼ
れ
。

１
俵
２
万
４
０
０
０
円
に
は
驚
い
た
。

米
価
低
迷
、
農
家
の
高
齢
化
で
、
米
モ

ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
地
域
は
困
っ
て
い
る
だ

ろ
う
と
思
い
込
ん
で
い
た
が
、
大
変
な

高
米
価
で
あ
る
。
農
家
は
潤
っ
て
い
る
。

先
に
、「
救
世
主
は
牛
」と
い
っ
た
が
、「
ゆ

き
む
す
び
」
と
い
う
お
に
ぎ
り
専
用
品

種
の
非
系
統
出
荷
（
個
人
出
荷
）
も
ま

た
救
世
主
で
あ
る
（
注
２
）。

注
２
：
ゆ
き
む
す
び
は
宮
城
県
古
川
農
業

試
験
場
で
開
発
し
た
新
品
種
で
あ
る
。
山

間
地
で
も
安
心
し
て
作
れ
る
、
早
生
で
冷

害
や
い
も
ち
病
に
強
い
低
ア
ミ
ロ
ー
ス
米
。

低
ア
ミ
ロ
ー
ス
米
は
炊
飯
米
の
粘
り
が
強

く
、
冷
め
て
も
硬
く
な
り
に
く
い
の
で
、

お
に
ぎ
り
専
用
品
種
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
２
０
０
７
年
に
新
品
種
と
し
て

採
用
さ
れ
、
鳴
子
地
域
等
で
作
付
け
が
開

始
さ
れ
た
。

混
住
化
の
中
で
の
契
約
講

3大
崎
地
域
で
は
、
営
農
と
暮
ら
し
を

支
え
る
伝
統
的
な
社
会
組
織
と
し
て

「
契
約
講
」が
無
数
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。

冠
婚
葬
祭
や
農
作
業
（
繁
忙
期
の
手
伝

い
）、
用
水
の
水
配
分
、
水
路
の
補
修
・

維
持
管
理
な
ど
、
契
約
に
よ
り
相
互
平

等
に
結
ば
れ
た
地
縁
的
集
団
で
あ
り
、

水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
基
層
と
な
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。

大
崎
地
域
は
５
６
３
の
行
政
区
（
区
）

が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
７
６
０
の
契
約

講
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

鳴
子
地
区
24
講
、
岩
出
山
地
区
59
講
、

古
川
地
区
１
２
２
講
、
田
尻
地
区
38
講

な
ど
。
統
治
側
が
考
え
た
仕
組
み
で
は

な
く
、
自
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
代
の
町
内
会
組
織
よ
り
小
さ
い
、
５

～
15
戸
か
ら
成
る
組
織
で
、
親
族
に
近

い
人
の
つ
な
が
り
か
も
し
れ
な
い
。

根
岸
契
約
講

江
合
川
の
中
流
地
域
、
岩
出
山
地
区

根
岸
集
落（
旧
一
栗
村
内
）を
訪
問
し
た
。

岩
出
山
地
区
は
、
昔
は
馬
の
産
地
で
あ

っ
た
が
、
今
は
和
牛
繁
殖
に
変
わ
っ
た
。

こ
の
畜
産
農
家
は
大
き
い
の
が
５
～
６

軒
（
30
～
40
頭
飼
育
）、
こ
の
ほ
か
畔
の

草
で
１
～
２
頭
飼
っ
て
い
る
繁
殖
農
家

も
い
る
。
和
牛
繁
殖
農
家
は
コ
メ
作
り

を
止
め
た
人
の
水
田
を
借
地
し
、
飼
料

米
を
作
っ
た
り
、
牧
草
を
増
や
し
て
い

る
。た

め
池
管
理
を
行
な
っ
て
い
る
大
堤

水
利
組
合
長
・
和
田
耕
三
氏
（
68
歳
）

を
訪
ね
た
。
名み
ょ
う
ほ
う
ざ
ん

生
法
山
の
下
に
た
め
池

が
二
つ
あ
り
、
そ
れ
を
組
合
が
管
理
し

て
い
る
。「
契
約
講
」は
な
く
な
っ
た
が
、

水
路
の
掃
除
な
ど
水
管
理
の
共
同
作
業

は
水
利
組
合
が
引
き
継
い
だ
。

「
根
岸
契
約
講
」
は
昭
和
30
年
代
ま
で

は
あ
っ
た
が
、
次
第
に
な
く
な
り
、
１

９
８
０
年
代
に
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

た
だ
し
、
現
在
も
、
村
で
葬
儀
が
あ
っ

た
と
き
線
香
を
お
供
え
す
る
「
講
中
」

だ
け
は
残
っ
て
い
る
。

根
岸
集
落
は
77
戸
か
ら
成
る
。
も
と

も
と
は
１
０
０
戸
以
上
あ
っ
た
が
、
１

９
７
０
年
代
か
ら
減
少
に
転
じ
、
今
な

お
現
在
進
行
形
で
あ
る
。
和
田
さ
ん
の

農
業
経
営
は
コ
メ
作
り
で
、
水
田
１
ha

（
所
有
60
ａ
）、
ひ
と
め
ぼ
れ
を
作
付
け

し
て
い
る
。
反
収
は
高
く
、
11
俵
。
土

壌
が
黒
土
で
肥
沃
な
よ
う
だ
。
出
荷
は

東
京
の
コ
メ
商
社
向
け
で
、
八
王
子
市

の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
わ
れ
て
い
る
と

い
う
。

大
堤
水
利
組
合
は
、「
た
め
池
管
理
」

（
５
班
24
名
）
と
「
水
路
管
理
」（
77
名
）

に
分
か
れ
て
い
る
。
た
め
池
管
理
は
年

２
回
、
た
め
池
周
辺
の
草
刈
り
等
を
行

な
う
。
作
業
時
間
は
約
１
時
間
、
欠
席

者
は
１
０
０
０
円
徴
収
す
る
。

た
め
池
か
ら
の
水
利
で
賄
っ
て
い
る

水
路
は
、
じ
つ
は
全
体
の
１
割
で
、
残

り
９
割
は
近
代
的
な
水
路
（
土
地
改
良

区
）
で
あ
る
。
水
路
管
理
77
名
の
う
ち

農
家
は
半
分
で
あ
る
。

根
岸
で
は
非
農
家
が
増
え
、
空
き
家

も
多
く
な
っ
て
い
る
。
農
家
で
な
い
か

ら
作
業
参
加
は
イ
ヤ
と
い
う
人
も
あ
る

よ
う
だ
。「
防
火
用
」
と
い
う
理
由
で
説

得
し
て
い
る
と
い
う
。
水
路
管
理
は
年

２
回
、
共
同
作
業
す
る
が
、
欠
席
者
か

ら
は
１
回
に
つ
き
３
０
０
０
円
徴
収
す

る
。
農
家
の
離
農
に
よ
り
、
運
営
に
も

影
響
が
出
て
い
る
よ
う
だ
。

都
市
化
、
非
農
家
混
住
化
の
進
行
に

伴
い
、「
契
約
講
」
の
運
営
に
も
問
題
が

出
て
い
る
の
で
あ
る
。

コ
メ
作
り
は
離
農
す
る
ば
か
り
で
、

規
模
拡
大
は
な
い
。
牛
農
家
は
離
農
し

た
人
の
田
ん
ぼ
を
借
地
し
、
離
農
は
な

い
の
で
、
伝
統
的
な
水
管
理
シ
ス
テ
ム

を
維
持
し
て
い
る
。
こ
こ
も
、
牛
が
救
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世
主
に
な
っ
て
い
る
。

岩
出
山
地
区
は
、
仙
台
藩
伊
達
家
の

発
祥
の
地
で
あ
る
が
、
国
道
47
号
線
沿

い
に
路
上
を
走
る
と
「
あ
・
ら
・
伊
達
な

道
の
駅
」（a
・la
・DatenaM

ichinoeki

）

現
代
の
農
業
経
営
環
境
は
厳
し
い
。

表
２
は
、
地
区
別
の
農
家
数
の
変
化

を
示
し
た
。
１
９
９
５
年
か
ら
の
20
年

間
で
、
農
家
数
は
半
分
以
下
に
減
っ
た
。

全
国
平
均
よ
り
も
、
農
家
数
減
少
は
著

し
い
。
特
に
旧
鹿
島
台
町
は
１
２
０
４

戸
か
ら
２
６
０
戸
へ
、
78
％
減
少
、
旧

松
山
町
は
７
０
７
戸
か
ら
２
０
２
戸
へ
、

71
％
減
少
し
た
。
水
田
農
業
の
経
営
環

境
の
厳
し
さ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。農

業
産
出
額
も
、
同
様
の
傾
向
を
示

し
て
い
る
。
表
３
に
示
す
よ
う
に
、
大

崎
市
の
農
業
産
出
額
は
、
食
管
制
度
が

あ
っ
た
１
９
９
０
年
に
比
較
し
、
２
０

１
９
年
は
37
％
も
減
少
し
た
。
宮
城
県

湿
地
帯
水
田
化
、先
人
の
知
恵

平
野
部
な
の
に
田
尻
は
ト
ン
ネ
ル
だ

ら
け
だ
。
大
崎
市
は
南
北
に
長
く
、
江

合
川
下
流
域
に
行
く
に
従
い
地
形
が
緩

や
か
な
傾
斜
地
に
な
っ
て
い
る
。
田
尻

地
区
は
江
合
川
の
下
流
に
位
置
し
、
地

形
勾
配
が
非
常
に
緩
や
か
で
、
も
と
は

広
大
な
湿
地
帯
で
、
水
田
と
し
て
の
利

用
が
難
し
い
地
域
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
地
形
の
た
め
、
田
尻
は

ト
ン
ネ
ル
水
路
が
多
い
。
江
戸
時
代
に
、

丘
陵
地
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
排
水
が
で
き

な
か
っ
た
湖
沼
や
湿
地
帯
を
、潜せ
ん
け
つ穴

（
ト

ン
ネ
ル
水
路
）
を
通
し
て
水
を
下
流
に

流
し
て
干
拓
し
、
一
大
穀
倉
地
帯
に
変

貌
さ
せ
た
（
萱か
や
か
り刈
潜
穴
は
１
１
２
１
ｍ

と
長
大
な
ト
ン
ネ
ル
で
、
人
力
で
採
掘

し
た
も
の
だ
）。
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
排

水
し
た
わ
け
だ
。
約
50
年
か
け
て
、次
々

と
沼
の
新
田
化
を
進
め
、
現
在
の
よ
う

な
７
０
０
ha
の
新
田
を
開
発
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
で
き
た
水
田
地

も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
全
国

一
の
野
菜
産
地
で
首
都
圏
の
食
料
基
地

と
し
て
発
展
し
て
い
る
茨
城
県
は
17
％

減
で
済
ん
で
い
る
。
コ
メ
ど
こ
ろ
地
帯

は
、
コ
メ
の
消
費
減
、
米
価
下
落
の
影

響
で
農
業
全
体
へ
の
影
響
が
大
き
い
と

い
え
よ
う
。

生
協
の
産
直
で
潤
う
農
家
群

特
筆
す
べ
き
は
産
地
直
売
活
動
が
発

展
し
、
米
価
が
高
く
、
ま
た
、
環
境
に

配
慮
し
た
コ
メ
作
り
が
目
立
つ
こ
と
だ
。

田
尻
地
区
通
木
に
佐
々
木
陽よ
う
え
つ悦
氏

（
74
歳
）
を
訪
ね
た
。“
産
地
直
売
方
式
”

の
野
菜
を
供
給
し
て
い
る
㈲
た
じ
り
エ

コ
ベ
ジ
タ
ブ
ル
代
表
取
締
役
で
あ
る
が
、

帯
の
た
め
、
こ
こ
の
田
ん
ぼ
は
、
台
風

や
局
地
的
な
豪
雨
に
よ
っ
て
洪
水
が
生

じ
や
す
い
。

大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
、

川
の
水
を
一
時
的
に
上
流
の
水
田
に
導

水
し
貯
水
し
て
（
田
ん
ぼ
が
遊
水
地
に

な
る
）、
下
流
地
区
へ
の
浸
水
被
害
の
集

中
を
抑
制
し
、
地
域
全
体
を
考
え
た
水

管
理
を
行
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
水
田

や
集
落
を
守
る
た
め
、
一
部
の
水
田
を

犠
牲
に
し
て
い
る
の
だ
。
遊
水
に
よ
る

浸
水
被
害
軽
減
（
減
災
）。
先
人
の
知

恵
が
、
湿
地
帯
を
広
大
な
水
田
に
変
え

た
わ
け
だ
。

洪
水
は
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
。
４

～
５
年
に
１
回
発
生
し
て
い
る
が
、
そ

の
都
度
、
蕪か
ぶ
く
り
ぬ
ま

栗
沼
の
水
を
田
ん
ぼ
に
導

水
し
、
下
流
地
区
へ
の
浸
水
被
害
を
軽

減
し
て
い
る
（
最
近
は
３
年
に
１
回
）。

そ
の
時
は
昔
の
沼
の
形
に
な
る
。

水
田
地
帯
の
農
家
変
化

水
田
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
地
帯
で
あ
り
、

産
地
直
売
で
発
展
す
る
田
尻
地
区

4

の
標
識
が
目
立
つ
。
こ
の
道
の
駅
は
農
産

物
直
売
や
特
産
品
販
売
で
人
気
、
年
間

３
０
０
万
人
来
館
、
旅
行
雑
誌
「
じ
ゃ

ら
ん
」
の
全
国
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ
で
満

足
度
１
位
に
選
ば
れ
た
。

1995年 2015年 指数
大崎市 11,060 4,657 42
　古川 4,101 1,874 46
　松山 707 202 29
　三本木 827 363 44
　鹿島台 1,204 260 22
　岩出山 1,545 756 49
　鳴子 738 367 50
　田尻 1,938 835 43

表2：大崎市の農家数推移 （地区別、販売農家）

出所：農水省「農林業センサス」
注：指数は1995年を100としたときの2015年の数値

年 大崎市 宮城県 茨城県 全国

1990 429 3,079 5,192 114,927

1995 361 2,699 4,701 104,498

2000 290 2,202 4,147 91,295

2005 258 1,997 4,162 85,119

2010 … 1,679 4,306 81,214

2015 222 1,741 4,543 87,979

2019 271 1,932 4,302 88,938

19/90 -36.8 -37.3 -17.1 -22.6 

表3：農業生産額推移の比較（単位：億円）

出所：農水省「生産農業所得統計」
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産
直
農
家
グ
ル
ー
プ
「
田
尻
産
直
委
員

会
」（
１
９
８
３
年
設
立
）
の
創
設
者
で

あ
り
、
１
９
８
０
年
代
、「
産
直
」
黎

明
期
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
70
年

代
後
半
か
ら
農
薬
反
対
運
動
に
取
り
組

み
、
全
国
に
先
駆
け
環
境
問
題
に
取
り

組
み
、
消
費
者
と
農
民
の
連
携
で
安
全

性
を
追
求
し
て
き
た
。

佐
々
木
氏
の
話
に
よ
る
と
、
地
域
の

コ
メ
作
り
の
６
～
７
割
は
“
特
別
栽
培
”

で
あ
る
。
売
り
先
も
、
農
協
で
は
な
く
、

消
費
者
へ
の
直
売
（
生
活
協
同
組
合
向

け
）
が
主
で
あ
る
。

コ
メ
の
産
直
が
始
ま
っ
た
の
は
１
９

８
０
年
代
で
あ
る
が
、
ま
だ
少
量
で
、

農
協
に
精
算
事
務
を
依
存
し
た
。
90
年

代
後
半
、全
農（
経
済
連
）立
会
い
の
下
、

み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合
向
け
産
直
が
始

ま
っ
た
。

直
売
相
手
が
大
消
費
者
だ
っ
た
の

で
、
全
農
も
不
承
不
承
甘
受
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
取
引
量
も
大
き
く
な
っ
た
の

で
全
て
農
協
を
通
し
（
手
数
料
2
％
）、

価
格
だ
け
は
直
売
価
格
で
あ
る
。

現
在
、
生
産
者
は
高
い
米
価
で
供
給

し
て
い
る
。
60
㎏
１
俵
当
た
り
、
Ｊ
Ａ

出
荷
１
万
３
０
０
０
円
＋
特
別
栽
培
米

加
算
１
５
０
０
円
（
特
別
栽
培
）
～
６

０
０
０
円
（
無
農
薬
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
米
は
７

０
０
０
円
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
無
農

薬
米
な
ら
、
１
万
９
０
０
０
円
（
Ｊ
Ａ

Ｓ
米
２
万
円
）
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

政
府
の
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

（
環
境
支
払
）
で
、
10
ａ
当
た
り
、
有
機

米
は
１
万
２
０
０
０
円
、
堆
肥
施
用
の

場
合
２
２
０
０
円
が
交
付
さ
れ
る
。
交

付
金
は
計
１
万
４
２
０
０
円
、
１
俵
当

た
り
１
６
７
０
円
で
あ
る
（
反
収
８
・

５
俵
）。

つ
ま
り
、
こ
の
産
直
に
参
加
し
て
い

る
生
産
者
は
、
１
俵
当
た
り
約
２
万
１

０
０
０
円
で
コ
メ
を
売
っ
て
い
る
。
食

管
下
の
高
米
価
並
み
の
価
格
だ
。
し
か

も
、
全
量
売
れ
る
。

農
協
に
出
荷
し
て
い
る
生
産
者
の
コ

メ
は
１
万
３
０
０
０
円
で
あ
る
か
ら
、

産
直
農
家
は
６
割
も
高
く
売
れ
て
い

る
。
同
じ
地
域
の
中
で
、
こ
れ
だ
け
の

格
差
が
生
じ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
こ

の
価
格
差
は
マ
ル
秘
で
も
何
で
も
な
い
。

こ
の
格
差
の
容
認
は
、
筆
者
に
は
ミ
ラ

ク
ル
に
さ
え
思
え
る
。

田
尻
産
直
委
員
会
の
加
盟
農
家
は
、

み
や
ぎ
生
協
向
け
野
菜
60
戸
、
コ
メ
95

戸
（
３
３
２
・
５
ha
）
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
、
首
都
圏
の
生
協
連
合
会
パ
ル
シ

ス
テ
ム
向
け
53
人
（
１
４
３
・
５
ha
）

あ
り
、
計
４
７
６
ha
で
産
直
米
を
生
産

し
て
い
る
。
田
尻
産
直
委
員
会
の
ほ
か
、

こ
の
地
域
に
は
有
機
農
産
物
宅
配
の
パ

イ
オ
ニ
ア
「
大
地
を
守
る
会
」
に
出
荷

す
る
農
家
も
あ
る
。
ほ
か
に
も
産
直
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
で
約
50

ha
く

ら
い
あ
る
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、
産
直
し

て
い
る
農
家
が
５
２
６
ha
以
上
は
あ
る

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
田
尻
地
区
の
水

田
面
積
は
約
２
０
０
０
ha
で
あ
る
か

ら
、
26
％
以
上
は
直
売
、
系
統
農
協
離

れ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

全
国
い
ず
こ
も
、
コ
メ
農
家
は
米
価

の
下
落
傾
向
に
伴
い
、
離
農
が
多
い
。

田
尻
地
区
も
然
り
で
あ
る
が
（
表
２
参

照
）、離
農
は
Ｊ
Ａ
陣
営
で
起
き
て
お
り
、

田
尻
産
直
委
員
会
傘
下
で
は
離
農
は
な

い
。
水
田
の
耕
作
放
棄
地
も
な
い
。
直

売
で
経
営
的
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

が
、
継
続
的
農
業
活
動
の
十
分
条
件
で

あ
り
、
水
路
管
理
な
ど
水
管
理
シ
ス
テ

ム
の
安
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

生
態
系
保
全
も

岩
出
山
地
区
や
鳴
子
地
区
の
、
農
家

数
減
少
の
危
機
を
救
う
“
救
世
主
”
は

“
牛
”
で
あ
っ
た
。
高
収
益
の
和
牛
繁
殖

が
地
域
農
業
を
救
っ
た
。
田
尻
地
区
は

高
米
価
を
実
現
す
る
「
生
協
の
産
直
」

が
“
救
世
主
”
で
あ
る
。
こ
こ
の
救
世

主
は
、
作
目
で
は
な
く
、
産
直
と
い
う

仕
組
み
を
実
践
し
た
人
々
の
情
熱
と
英

知
で
あ
る
。
佐
々
木
陽
悦
著
『
消
費
者

と
の
共
生
を
貫
い
て
―
宮
城
県
田
尻
町

の
産
直
15
年
―
』（
コ
ー
プ
出
版
、
１
９

９
８
年
）
は
産
直
の
思
想
と
実
践
を
記

録
し
た
書
で
あ
る
。

田
尻
産
直
委
員
会
の
“
環
境
配
慮
の

コ
メ
作
り
”
は
、
生
態
系
保
全
に
も
大

き
な
効
果
が
あ
っ
た
。
化
学
肥
料
や
農

薬
を
使
わ
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
当
然
の

結
果
で
あ
る
。
環
境
配
慮
型
の
コ
メ
作

り
の
効
果
で
、
稲
の
害
虫
の
天
敵
と
な

る
カ
エ
ル
や
ク
モ
が
生
き
や
す
く
な
り
、

カ
ス
ミ
カ
メ
ム
シ
等
の
害
虫
を
捕
食
し

て
く
れ
る
。
農
業
に
も
い
い
効
果
が
出

た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
役
立
っ
て

い
る
。
環
境
に
配
慮
し
て
作
ら
れ
た
コ

メ
は
「
世
界
農
業
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証

品
」
と
し
て
販
売
で
き
る
。
よ
り
多
く

の
消
費
者
に
買
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
が
あ
る
よ
う
だ
。

居
久
根
の
あ
る
風
景

大
崎
耕
土
は
田
ん
ぼ
の
中
に
屋
敷
林

が
み
ら
れ
る
。「
居い

ぐ

ね
久
根
」
だ
。
特
に
田

尻
川
沿
い
に
は
居
久
根
が
連
な
っ
て
い

る
。
家
を
囲
む
よ
う
に
、
高
木
や
低
木

ま
で
多
く
の
種
類
が
植
え
ら
れ
、
冬
の

北
西
風
や
雪
、
洪
水
の
流
木
な
ど
か
ら

守
っ
て
く
れ
る
。
田
植
え
の
時
期
に
田

に
水
が
張
ら
れ
た
と
き
は
、「
水
田
に
浮

か
ぶ
森
」
と
し
て
特
色
の
あ
る
景
観
を

み
せ
る
。
樹
木
は
杉
、
松
、
ヒ
ノ
キ
な

ど
多
様
だ
が
、
仙
台
藩
は
家
の
修
繕
の

材
料
や
燃
料
に
な
る
杉
の
木
を
推
奨
し
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ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

5田
尻
地
区
の
一
角
に
蕪か
ぶ
く
り
ぬ
ま

栗
沼
遊
水
地

が
あ
る
。
田
尻
は
ト
ン
ネ
ル
水
路
を
掘

り
、
干
拓
し
、
た
く
さ
ん
の
沼
を
新
田

化
し
た
地
区
で
あ
る
。
蕪
栗
沼
（
面
積

４
２
３
ha
）
は
、
こ
の
新
田
開
発
の
際

に
排
水
が
流
れ
込
ん
だ
場
所
で
あ
る
。

蕪
栗
沼
は
、
マ
コ
モ
、
ヨ
シ
、
ミ
ズ

ア
オ
イ
な
ど
が
茂
っ
て
い
る
。
冬
に
な

る
と
、
国
天
然
記
念
物
マ
ガ
ン
な
ど
の

渡
り
鳥
が
た
く
さ
ん
飛
来
す
る
。
シ
ベ

リ
ア
か
ら
飛
来
す
る
マ
ガ
ン
の
約
90
％

は
こ
こ
で
越
冬
す
る
と
い
わ
れ
る
、
世

界
有
数
の
飛
来
地
で
あ
る
。

マ
ガ
ン
は
夜
は
沼
で
休
み
、
日
中
は

収
穫
後
の
田
ん
ぼ
で
落
ち
籾も
み

、
草
な
ど

を
食
べ
て
過
ご
す
。
早
朝
の
一
斉
の
飛

び
立
ち
や
夕
方
の
ね
ぐ
ら
入
り
は
、
多

い
と
き
は
10
万
羽
を
超
え
る
。
日
の
入

り
前
後
に
み
ら
れ
る
ね
ぐ
ら
入
り
は
、

大
崎
耕
土
の
雄
大
さ
を
象
徴
す
る
光
景

と
い
わ
れ
る
。

こ
の
沼
地
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登

録
さ
れ
て
い
る
（
２
０
０
５
年
）。
マ
ガ

ン
の
ほ
か
、
ヒ
シ
ク
イ
や
シ
ジ
ュ
ウ
カ

ラ
ガ
ン
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
も
こ
こ
を
利
用

し
て
い
る
。
そ
の
他
多
く
の
水
鳥
が
生

息
し
、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
で
に
ぎ

わ
う
。
初
冬
に
な
る
と
、
多
い
日
は
観

光
客
が
1
日
３
０
０
人
く
ら
い
訪
れ
る

（
注
３
）。

注
３
：
古
川
地
区
の
化け
じ
ょ
ぬ
ま

女
沼
も
、
ヒ
シ
ク

イ
、
マ
ガ
ン
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン
な
ど

の
ガ
ン
カ
モ
類
の
重
要
な
越
冬
地
で
、
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
で
あ
る
（
２
０
０
８

年
登
録
）。
大
崎
市
に
は
二
つ
の
ラ
ム
サ
ー

ル
湿
地
が
あ
る
。

ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ

な
お
、
渡
り
鳥
の
増
加
に
伴
い
、
渡

り
鳥
の
病
気
の
流
行
や
水
質
の
悪
化
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、地
域
の
農
家
が
「
ふ

ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

渡
り
鳥
が
分
散
し
て
棲
め
る
よ
う
に
、

稲
刈
り
が
終
了
し
た
冬
の
田
ん
ぼ
に
水

を
張
り
、
渡
り
鳥
の
ね
ぐ
ら
を
確
保
し

て
い
る
。

冬
の
間
も
田
ん
ぼ
に
水
を
張
る
こ
と

で
、
水
鳥
の
ね
ぐ
ら
を
確
保
す
る
と
同

時
に
、
イ
ト
ミ
ミ
ズ
や
カ
エ
ル
な
ど
の

多
様
な
生
物
が
寄
り
添
う
こ
と
で
、
農

薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
に
安
全
・
安

心
な
コ
メ
作
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る（
ふ

ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
農
法
は
日
本
初
の
実

践
）。
大
崎
耕
土
の
環
境
や
生
き
物
と
の

共
生
の
取
り
組
み
は
興
味
が
尽
き
な

い
。

生
物
多
様
性
も
地
域
を
支
え
る

伊
達
政
宗
の
水
利
事
業
以
来
、
４
０

０
年
の
社
会
資
本
が
大
崎
耕
土
の
人
々

の
営
み
を
支
え
て
い
る
。
水
田
農
家
の

労
働
奉
仕
が
水
管
理
シ
ス
テ
ム
を
支
え

て
き
た
。

し
か
し
、
伝
統
的
な
水
稲
農
家
は
離

農
が
続
き
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

代
わ
っ
て
、
牛
が
救
世
主
に
な
り
、
さ

ら
に
産
直
が
救
世
主
で
あ
っ
た
が
、
今
、

生
物
多
様
性
が
新
た
な
救
世
主
に
な
っ

て
き
た
。
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
担
い
手

は
変
遷
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

大
崎
耕
土
は
、「
和
牛
繁
殖
」
や
お

に
ぎ
り
専
用
品
種
「
ゆ
き
む
す
び
」
な

ど
高
収
益
作
目
の
出
現
、
生
協
の
「
産

地
直
売
」
と
い
う
仕
組
み
を
作
っ
た
人

智
が
高
収
益
を
生
み
、
地
域
農
業
を
支

え
て
き
た
。

し
か
し
、
今
、
野
生
の
生
き
物
を
守

る
こ
と
が
、
地
域
に
金
を
落
と
す
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
が
湿
地
の
生
態
系
を
守
り
、
そ
れ
が

観
光
客
を
呼
び
、
あ
る
い
は
「
ふ
ゆ
み

ず
た
ん
ぼ
」
の
取
り
組
み
か
ら
田
ん
ぼ

に
微
生
物
が
増
え
、
安
全
・
安
心
な
コ

メ
作
り
と
な
り
、
消
費
者
の
支
持
を
高

め
て
い
る
。

ま
た
、
世
界
農
業
遺
産
は
「
ブ
ラ
ン

ド
認
証
」
制
度
（
２
０
１
９
年
発
足
）

に
つ
な
が
り
、
大
崎
耕
土
の
農
産
物
・

同
加
工
品
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い

る
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
効
果
は
こ
れ
か
ら
出

て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
世

界
農
業
遺
産
は
「
生
物
多
様
性
」
が
重

要
な
認
定
要
件
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、

生
物
多
様
性
が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
源

で
あ
り
付
加
価
値
を
高
め
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
幾
重
に
も
、
生
物
多

様
性
が
地
域
振
興
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

大
崎
耕
土
の
実
態
は
、
時
代
の
変
遷
、

未
来
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

▼
前
号
の
修
正
：
40
ペ
ー
ジ
第
４
段
11

行
目「
土
井
宏
道
さ
ん
」は「
宏
通
さ
ん
」

の
間
違
い
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

た
と
い
わ
れ
る
。

居
久
根
に
は
、
様
々
な
植
物
が
生
育

し
、
住
民
は
生
活
に
必
要
な
食
べ
物
や

材
料
も
得
て
い
る
。
枝
や
落
ち
葉
は
燃

料
や
堆
肥
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
実
の

な
る
木
や
薬
草
が
あ
り
、
昆
虫
や
鳥
、

動
物
な
ど
生
き
物
の
棲
み
か
に
な
っ
て

い
る
。
ホ
タ
ル
も
い
る
。
野
菜
も
栽
培

で
き
る
。
居
久
根
は
持
続
可
能
な
暮
ら

し
を
支
え
て
い
る
よ
う
だ
。


